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新
年
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
金
子
正

元
会
長
が
「
社
会
・
経
済
環
境
が
大
き

く
変
化
す
る
中
、
本
会
会
員
の
中
小
企

業
組
合
で
は
、
共
同
受
注
、
研
究
開
発
、

人
材
育
成
な
ど
１
社
で
の
実
施
が
困
難

な
事
業
や
、
街
づ
く
り
、
災
害
対
応
等
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
機
能
を
発
揮

し
て
い
る
組
合
も
多
い
。

　

本
会
で
は
、
国
・
県
の
施
策
に
対
応

し
た
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
と

共
に
、
中
小
企
業
が
少
し
で
も
明
る
く

元
気
に
な
る
た
め
の
新
し
い
施
策
、
制

度
の
実
現
に
も
対
応
し
な
が
ら
、
組
合

等
中
小
企
業
連
携
組
織
の
支
援
を
通
じ
、

組
合
員
企
業
の
発
展
、
群
馬
県
経
済
の

活
性
化
に
寄
与
し
て
参
る
所
存
で
あ
る
」

と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
群
馬
県
知
事
・
大
澤
正
明

氏
が
登
壇
し
「
今
年
は
県
政
の
新
た
な

羅
針
盤
と
な
る
『
群
馬
県
総
合
計
画
』

の
２
年
目
。
何
と
い
っ
て
も
人
口
減
少

問
題
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
群
馬
に

『
人
・
物
・
情
報
』
の
流
れ
を
呼
び
込

ん
で
、
群
馬
の
未
来
を
創
生
し
て
い
く

努
力
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
広
域
幹
線
道
路
の
整
備
が
着

実
に
進
む
中
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

整
備
に
取
り
組
み
、
企
業
誘
致
や
観
光

誘
客
を
さ
ら
に
推
進
し
、
県
内
経
済
の

活
性
化
に
努
め
て
参
り
た
い
。
本
県
経

済
の
発
展
に
は
、
中
小
企
業
の
活
力
が

不
可
欠
で
あ
り
、
県
と
し
て
も
中
央
会

と
力
を
あ
わ
せ
て
中
小
企
業
の
支
援
に

努
め
て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。
↖

金子会長

大澤知事

　

２
０
１
７
年
の
新
年
会
並
び
新
春
講
演
会
を
、
１
月
23
日（
月
）、
前
橋
商
工
会
議

所
会
館
に
お
い
て
開
催
。
大
澤
知
事
を
は
じ
め
、
国
会
議
員
、
県
議
会
、
行
政
機
関
、

金
融
機
関
、
友
好
団
体
等
の
来
賓
を
含
め
、
総
勢
１
６
０
名
余
が
出
席
し
、
新
た
な

年
の
訪
れ
を
祝
い
ま
し
た
。
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神
山
氏
は
「
２
０
１
７
年
、
経
済
の

風
向
き
は
、
逆
風
か
ら
追
い
風
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
。
県
内
の

中
小
企
業
が
元
気
に
な
っ
て
初
め
て
、

県
内
経
済
が
真
に
回
復
す
る
と
い
う
認

識
の
も
と
、
群
馬
県
経
済
の
よ
り
一
層

の
発
展
に
向
け
て
、
地
域
金
融
機
関
の

各
種
の
取
組
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
参
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

来
賓
紹
介
の
後
、
鏡
開
き
を
行
い
、

群
馬
銀
行
頭
取
・
齋
藤
一
雄
氏
が
「
素

晴
ら
し
い
協
同
・
協
調
関
係
を
結
ん
で

い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
乾
杯
の
発
声
を

行
い
、
出
席
者
は
懇
親
を
深
め
た
。

日銀前橋支店・神山支店長群馬銀行・齋藤頭取

県議会・星野議長

↙
次
い
で
、
群
馬
県
議
会
議
長
・
星
野

寛
氏
、
日
本
銀
行
前
橋
支
店
長
・
神
山

一
成
氏
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。

　

星
野
氏
は
「
県
内
景
気
は
緩
や
か
な

回
復
基
調
と
言
わ
れ
る
中
、
本
当
に
実

感
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
県
内
隅
々

に
ま
で
行
き
渡
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
群
馬
県
の

来
年
度
予
算
編
成
に
対
し
て
、
県
議
会

と
し
て
主
張
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
、

し
っ
か
り
と
県
内
経
済
の
進
展
の
た
め

に
取
り
組
み
た
い
」と
力
強
く
語
っ
た
。



4

　

11
月
９
日
、
毎
年
恒
例
の
組
合
女
子

職
員
研
修
会
を
開
催
し
た
。
今
回
は
、

20
名
が
参
加
し
、
静
岡
県
裾
野
市
の
株

式
会
社
ヤ
ク
ル
ト
本
社
富
士
裾
野
工

場
、
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
の
箱

根
関
所
・
箱
根
関
所
資
料
館
、
箱
根
駅

伝
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見
学
し
た
。

　

株
式
会
社
ヤ
ク
ル
ト
本
社
富
士
裾
野

工
場
は
、
国
内
最
大
生
産
拠
点
で
、
神

宮
球
場
16
個
分
と
い
う
広
い
敷
地
内
に

製
造
工
場
か
ら
排
水
処
理
ま
で
の
施
設

が
あ
り
、
品
質
管
理
で
は
、「
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
」
等
、
環
境
管
理
で
は
、「
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」を
導
入
し
て
い
る
。

ま
ず
、
会
社
概
要
や
商
品
説
明
の
ビ
デ

オ
を
視
聴
し
、
そ
の
後
の
工
場
見
学
で

は
、
簡
易
な
エ
ア
ー
シ
ャ
ワ
ー
を
体
験

し
、
培
養
、
調
合
、
充
填
な
ど
の
ジ
ョ

ア
の
生
産
工
程
を
見
学
し
た
。

会社概要でのクイズ

◎
研
修
を
終
え
て

　

事
務
局
女
子
職
員
同
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
に
大
い
に
役
立
て
た
か

と
思
い
ま
す
。
次
回
の
参
加
も
心
よ

り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
見
学
し
た
箱
根
関
所
は
、

１
６
１
９
年
、
江
戸
時
代
第
一
の
主
要

道
路
で
あ
る
東
海
道
を
監
視
す
る
た
め

に
徳
川
幕
府
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
重

要
な
関
所
で
あ
り
、
２
０
０
７
年
春
に

約
１
４
０
年
の
時
を
経
て
大
番
所
・
上

番
休
息
所
、
雪
隠
、
足
軽
番
所
、
江
戸

口
御
門
、京
口
御
門
が
完
全
復
元
さ
れ
、

調
度
品
な
ど
と
共
に
公
開
さ
れ
た
。

　

併
設
す
る
箱
根
関
所
資
料
館
で
は
、

各
種
の
関
所
手
形
を
は
じ
め
、古
文
書
、

武
器
類
な
ど
箱
根
関
所
に
関
す
る
資
料

が
収
蔵
・
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　

最
後
に
見
学
し
た
箱
根
駅
伝
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
、
箱
根
駅
伝
往
路
ゴ
ー
ル
・

復
路
ス
タ
ー
ト
地
点
の
目
の
前
に
あ
り
、

第
１
回
大
会
か
ら
第
92
回
大
会
ま
で
長

き
に
わ
た
る
箱
根
駅
伝
の
歴
史
を
テ
ー

マ
で
区
切
り
、
年
表
や
貴
重
な
写
真
で

紹
介
し
て
い
る
。さ
ら
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
、
箱
根
駅
伝
の
変

遷
や
、
襷
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
秘
密
な

ど
、
テ
レ
ビ
視
聴
だ
け
で
は
な
か
な
か

知
り
え
な
い
情
報
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。

京口御門

箱根駅伝ミュージアムヤクルトでの集合写真

組 合 女 子 職 員 研 修 会組 合 女 子 職 員 研 修 会



5

◎
研
修
会
・
出
前
講
座
を
終
え
て

　

企
業
に
と
っ
て
大
切
な
要
素
で
あ

る
〝
人
材
〞
の
確
保
・
育
成
に
対
す

る
事
業
を
今
後
も
積
極
的
に
実
施
し

ま
す
。

　

10
月
19
〜
21
日
、
渋
川
市
・
ホ
テ
ル

天
坊
に
お
い
て
、
県
内
各
地
か
ら
中
堅

管
理
・
監
督
者
28
名
の
参
加
を
得
て
、

第
50
回
中
堅
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
開
催
し

た
。

　

今
回
の
研
修
も
、
中
小
企
業
診
断
士

や
心
理
学
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
有

す
る
経
営
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
雨

宮
利
春
氏
が
講
師
を
務
め
た
。

　

雨
宮
氏
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
考

え
方
に
変
化
が
表
れ
て
い
る
と
し
、「
従

来
は
指
導
力
や
統
率
力
と
い
っ
た
意
味

で
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
新
し
い
考
え

方
で
は
、
影
響
力
と
い
う
幅
広
い
意
味

で
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　

そ
こ
で
提
唱
し
て
い
る
の
が
「
サ
ー

バ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
を
サ
ー
ビ

ス
業
と
定
義
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
は
部
下

の
成
功
に
奉
仕
す
べ
き
と
す
る
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
・
ス
タ
イ
ル
の
事
を
指

す
。

　

参
加
者
は
、
３
日
間
を
通
し
て
行
わ

れ
た
グ
ル
ー
プ
討
議
に
よ
る
事
例
研
究
、

ロ
ー
プ
レ
等
の
体
験
に
よ
り
、
サ
ー
バ

ン
ト
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル

で
あ
る
「
傾
聴
の
ス
キ
ル
」
や
「
問
題

解
決
手
法
」、「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

技
法
」、「
部
下
指
導
・
動
機
づ
け
の
技

術
」
等
を
学
ん
だ
。

　

雨
宮
氏
の
研
修
の
特
徴
で
あ
る
、
自

身
の
資
格
を
活
か
し
た
「
財
務
知
識
」

や
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
に
加
え
、「
パ

ワ
ハ
ラ
」
の
解
説
で
は
、
今
回
は
映
像

を
流
す
な
ど
、
よ
り
具
体
的
で
わ
か
り

や
い
内
容
と
な
っ
た
。

　

11
月
30
日
、
伊
勢
崎
市
・
上
武
大
学

伊
勢
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
中
小

企
業
等
の
若
年
者
人
材
採
用
力
強
化
支

援
事
業
の
一
環
と
し
て
、
企
業
の
採
用

担
当
者
に
よ
る
出
前
講
座
を
開
催
。

　

本
出
前
講
座
は
、
上
武
大
学
の
２
年

生
・
教
職
員
を
対
象
に
、
県
内
企
業
の

採
用
担
当
者
よ
り
、「
企
業
が
採
用
し
た

い
学
生
像
」「
県
内
企
業
で
働
く
こ
と

の
魅
力
」「
学
生
時
代
に
や
っ
て
お
く

べ
き
こ
と
」「
面
接
で
の
採
用
担
当
者

と
し
て
の
視
点
」
等
に
つ
い
て
、
学
生

の
理
解
を
深
め
る
目
的
で
行
っ
た
。

　

講
師
は
、
株
式
会
社
栗
原
医
療
器
械

店
人
事
課
担
当
係
長
・
五
十
嵐
恵
一
氏
、

株
式
会
社
サ
カ
エ
総
務
部
長
・
西
村
真

由
美
氏
の
両
名
。

　

ま
ず
、
五
十
嵐
氏
は
、「
就
職
活
動
の

出
遅
れ
は
致
命
的
だ
が
、
フ
ラ
イ
ン
グ

は
問
題
な
い
。
や
れ
る
こ
と
を
少
し
ず

つ
で
い
い
の
で
準
備
す
る
こ
と
を
意
識

し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

次
に
、
西
村
氏
は
、「
選
考
の
場
は
、

会
社
と
応
募
者
と
の
共
通
点
探
し
の
場

所
。
面
接
は
、
応
募
者
の
価
値
観
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
場
で
あ
り
、
情
報
収
集

す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
場
と
考
え
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

雨宮利春 氏

研修中の様子

大勢の学生が参加

五十嵐恵一 氏西村真由美 氏

  
中
堅
リ
ー
ダ
ー
研
修

  

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る

  

出
前
講
座
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群
馬
県
中
小
企
業
団
体
事
務
局
長

会
（
田
部
井
俊
勝
会
長
）
で
は
、
12

月
８
日
、
高
崎
市
・
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
高
崎
に
お
い
て
、
冬
季
研

修
会
を
開
催
し
た
。

　

今
回
は
、
群
馬
県
立
県
民
健
康
科

学
大
学
診
療
放
射
線
学
部
准
教
授
・

五
十
嵐
博
氏
が
「
う
っ
か
り
ミ
ス
は

な
ぜ
起
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を

行
っ
た
。

　

五
十
嵐
氏
は
ま
ず
、
某
大
学
病
院

で
起
こ
っ
た
手
術
患
者
の
取
り
違
い

や
、
証
券
会
社
で
金
額
と
株
数
を
間

違
え
て
発
注
し
て
し
ま
っ
た
ミ
ス
な

ど
、
う
っ
か
り
が
原
因
で
起
こ
っ
た

様
々
な
ミ
ス
を
紹
介
。

　

そ
の
後
、
ミ
ス
は
、
①
ミ
ス
テ
イ

ク
（
錯
覚
、
勘
違
い
、
誤
判
断
）、
②

ス
リ
ッ
プ
（
や
り
損
な
い
、
押
し
間

違
い
）、
③
ラ
プ
ス
（
失
念
、
記
憶
に

ま
つ
わ
る
ミ
ス
）
の
３
つ
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
解
説
し
た
。

　

最
後
に
、
う
っ
か
り
ミ
ス
の
防
止
策

と
し
て
、
①
ミ
ス
テ
イ
ク
に
は
、
見

や
す
く
分
か
り
や
す
い
表
示
、
指
差

し
呼
称
、
確
認
会
話
、
②
ス
リ
ッ
プ

に
は
、
指
差
し
呼
称
、
標
準
化
等
に

よ
る
動
作
ミ
ス
の
防
止
、
③
ラ
プ
ス

に
は
、
意
識
的
に
注
意
す
る
、
定
期

的
に
思
い
出
す
こ
と
に
よ
り
記
憶
ミ

ス
を
防
ぐ
等
の
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
と
述
べ
た
。

　

研
修
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
。

田
部
井
会
長
が
主
催
者
挨
拶
を
行
っ

た
後
、
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金

庫
前
橋
支
店
次
長
・
山
本
崇
史
氏
が

乾
杯
の
発
声
を
行
っ
た
。
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
親
睦
を
深
め
た
。

五十嵐博 氏

山本崇史 氏による乾杯

◎
研
修
会
を
終
え
て

　

う
っ
か
り
ミ
ス
が
原
因
で
大
き
な

事
故
等
に
繋
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
意
識
し
て
注
意
し
て
い
き
た

い
で
す
。

群馬県中小企業団体事務局長会 冬季研修会

ううっっかかりミスりミスはなぜ起きるはなぜ起きる
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ぐ
ん
ま
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
倶
楽
部

（
林
整
会
長
）
で
は
、
12
月
８
日
、
前

橋
市
・
群
馬
県
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

て
、経
営
環
境
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

今
回
は
、
株
式
会
社
環
境
評
価
機
構

代
表
取
締
役
・
片
亀
光
氏
が
、「
最
新
の

環
境
関
連
法
規
と
今
後
の
改
正
動
向
に

つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
。

　

片
亀
氏
は
、ま
ず
、「
パ
リ
協
定
」、「
電

力
自
由
化
と
原
発
再
稼
働
」、「
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
減
産
合
意
」
と
い
っ
た
環
境
問
題
を

巡
る
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
。

　

次
い
で
、
注
目
す
べ
き
環
境
関
連
法

令
と
し
て
、
左
記
表
の
６
つ
の
法
令
を

挙
げ
そ
れ
ぞ
れ
の
法
令
の
改
正
概
要
、

今
後
の
改
正
の
動
向
に
つ
い
て
解
説
を

行
っ
た
。

　

環
境
経
営
に
つ
い
て
は
、「
無
理
な
こ

と
は
長
続
き
せ
ず
、
バ
ラ
ン
ス
が
重
要

で
あ
る
。
当
然
、
企
業
で
あ
る
以
上
は

経
営
面
に
重
き
を
置
く
の
が
自
然
だ
と

思
う
が
、
環
境
面
と
も
う
ま
く
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
、環
境
へ
の
取
組
を
通
じ
て
、

社
員
の
自
覚
、
プ
ラ
イ
ド
を
奮
い
立
た

せ
、
や
る
気
を
引
き
出
し
、
現
場
か
ら

新
し
い
改
善
提
案
が
出
る
よ
う
な
職
場

環
境
を
醸
成
し
て
欲
し
い
」と
述
べ
た
。

◎
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

　

環
境
経
営
へ
の
取
組
は
今
後
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
が
、
今
後
の

環
境
経
営
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

講習会の様子
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法令 改正施行日

フロン排出抑制法 平成27年４月１日

地球温暖化対策推進法 平成28年５月27日

PCB廃棄物特別措置法 平成28年８月１日

労働安全衛生法 平成29年３月１日

建築物のエネルギー消
費性能の向上に関する
法律

平成29年４月１日

廃棄物処理法 検討中


